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1．研究目的

　先の報告ではD、体育授業における一般経営理論の導入を試み、図1、2に示したようなQCサー

クル活動を導入した結果、授業分析法rPDCA分析表」の作成、理想とするIV型学習活動の成立と

学習成果が対応すること、さらにIV型学習活動が成立するために有効な教授活動は「Tp－Tl」　（学習

者の計画的活動に対する発問的活動）が有効であることが明らかになった。

　しかし、その後、いくっかの授業を分析していくうちに大きく2っの改善点が明らかになった。

　まず1っは1～IV型類型の再検討である。その理由は、授業を実践していくうちに、　action（革新

的活動）成立の有無を分析する必要性である。これまでは、アクションという活動をチェック＆アク

ションとしてまとめて分析してきたが、評価・反省することにとどまらず、さらにその評価・反省に

基づき解決策を決定するという革新的活動が成立しなければ、結局は中途半端なサイクル活動になっ

てしまうと考えられるからである。導入を試みた際には、分析の困難さからrc．評価的活動」と

「a．革新的活動」を区別せずに行っていたが、その問題も学習カードなどの利用などにより解決で

きると考えた。

　もう1つの大きな問題点として、計画し、運動し、運動したことにっいて評価・反省し、さらに改

善点を決定するp→d→c→aという理想的な学習活動サイクルが成立したIV型と判断できる授業に

も大きな違いがあることが明らかになった。っまり、同じIV型学習活動であっても、質的にかなり違

うものが考察されたのである。すなわち、同じ学習の流れを繰り返すことにより、単元の後半になれ

ば学習がパターン化され、　「計画、運動、確かあをし、解決策をみっけよう」と言い続けるだけでも

IV型学習活動が成立する場合である。これはこれまでの類型分析では区別できないものである。この

点が解決できないと主体的な学習成立を目指すこれからの体育授業を分析することはできない。

　そこで本研究では、計画するrp」、実行するrd」、評価・反省するrc」、解決策を決定する

「a」というそれぞれの活動をレベルの違いに基づき分類し、新たな分析項目を作成することにより

質的な分析を試みた。

＊新潟大学教育学部

＊＊三島郡和島村立島田小学校（昭和61年度本学大学院教育学研究科修了）
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H．研究方法

1．　PDCA授業分析における類型分析の改善

（1）学習活動の分類の見直し

　　表1は従来の類型と今回修正した類型を比較したものである。

　　まず、教師の話を聞くHearの活動以外の学習活動の分類を左の従来形と修正後のアンダーライン

で示した項目を中心に再分類した。これまでpdcaサイクルに基づき、評価的活動rc＆a」と

　してcheckとactionをまとめて分析してきたが、この2っの活動を区別して分析することが必要と

なった。すなわち、これまでは応援や観察などの活動を評価・反省する活動rcheck＆action」と

　してとらえてきたが、同じ評価活動でも、ああて達成のたあにどうしたらよいか観察する観点を明

確にして応援している場合と単に仲間のたあに応援している場合とでは評価活動として異なると思

われたからである。
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　したがって、形態としては同様な活動であっても、前者のような観点を明確にしたrcheck」活

動が成立しているかどうかは、次のraction」が成立しているかどうかを分析することによって明

らかになると考えられる。このようなことから革新的活動を独立させ、表1右のように学習活動類

型を再編成した。

　尚、皿型とIV型について若干説明を加えると、図3に示したように、　III型では計画し、実行し、

確かめはするが、次にどんなことに注意するかということが分析できない状態である。これまでは

これもIV型としてとらえていた。しかし、本報ではIV型を、計画し、運動し、評価・反省し、さら

にスモールaに示した学習者なりの解決策を見いだすことができる活動サイクルとしておさえた。

表1　学習活動サイクルの類型

学習活動類型 改　善　前（第3報まで） 改善後（第4報）

1型言単一・単発的活動 ［h］→［p］or［dコor［c・aコ ［h］→［PコOτεd］or［Cユor《鳳

H型3複合・逮続的活動（評価型） ［h］→εd］＋［oコ ［h］→［d］＋［oコ

皿型：複合・連続的活動（計画型） ［h］→一囎ユ＾ ［h］　→　　　　　＋　　d　　＋　　c

IV型：　ム・継L的活動 ［h］　→　　　　　＋　　d　　十　　c・a ［h］　→　　　　　十　　d　　十　　c　　＋　　a

［h］：受け身的活動（教師の話を聞く）　　　　　　［h］：受け身的活助（教師の話を聞く）

E竃1：聾朧監灘薯詫編謡動）o雷ヨ鯛朧灘薯あ畜識動）
［c・a］：評価的活動（学習評価・反省する）　　　　c　：評価的　動　学習　　・　省　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　：　　的　　　　　・　’こよっ　　の　た虎　　に　びつけ

1型のパターン　　　　　　　　　　　　　　　　　　E型のパターン

皿型のパターン　　　　　　　　　　　　　　　　　　W型のパターン
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図3　学習活動サイクルの類型

（2）教授活動の分析

　方法及び内容ともに、これまでのLine活動に加え、　Point活動にっいても分析した。また、対象

にっいては先の学習活動の分類で述べたようにcheckとactionを区別したことに伴い、　T　p（計画

的活動に対する）、Td（身体的活動に対する）、Tc（評価的活動に対する）、Ta（革新的活動

に対する）の4項目により分析した。
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2．　レベル分析

　「p」、「d」、rc」、ra」のそれぞれの活動について学習の高まりという観点からレベル1、

レベル2、レベル3という段階項目に設定した。

　この根拠となるものは下の表2に示す学習の高まりの考え方を手がかりにしている。4》

表3、表4、表5は各種目に応じてレベル分析項目を設定し、作成したものである。

表2　学び方の高まり4｝

主　な　様子 補　　　　　　　　足

教師の指導で学習する。 教師の指示で展開される授業である。教師主導の学習が

主流で、基礎・基本の習得を課題としている。

レ　ベ 自主学習の面から多くの問題を含んでいる。

ル 友達と協力して学習する。 友達どうしで評価し合う場面のある学習、評価の基準が

1 いくらか子供に理解されている。

しかし、っまずきのポイントやっまずき解決の方法につ

いては教師の指導が必要である。

教師主導型の発展と考えられる。

レ 資料を使って学習する。 自分に合っためあてを資料をもとに見っけ出すことがで

べ きるし、　「っまずきのポイント→評価」も友達や教師の援

ル 助を受けたり、資料を使って行うことができる。自主的学

2 習の出発点である。

レ 資料を活用して学習する。 っまずき解決のための場の工夫が子供たちの手で行われ

べ 創意・工夫して学習する。 る。教師から提示された資料を応用して学習することもで

ル きる。また、学習の高まりに応じたルールの修正にも関わ

3 ることができる。
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表3　PDCAレベル分析項目（器械運動）

山
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で
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p1：めあてを決定・確縁する・一…一・一・一………・…一…一一……・・…一一㌦…1
　；レベル1：数師の指示や指導によって決める。　（rl分ではなかなか決められない）l

　lレベ’｝2：友達と相談したり協力して決める。　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　iレペ，｝3：資料を活川し、自分に合っためあてを決める。　　　　　　　　　　　：

，着囎机蕨鷺美u：’凝」祷群る∵：：：：二：：：「…’°’一……”…’1

　；レベ1レ13決められたものを確認する程度　　　　　　i

　：レベル2：資料から選んだり、教師の助営を用いる．　l
　iレベル3：資料を参考にし、独自の工夫に発展させる。i
　し　ロ　　コのコ　のロココの　ロロのロロコロのロリロココのコのリコロコ　ロののサロコ　ほ　ロ　のロび

p3：観察ポイントの決定・確認する……1
　，レベ，ほ：全く決めない。　　　　　　　：

　1レベll　2：抽象的なポイントを決める。　l
　iレベル3：具体的なポイントを決める。　i
　Lロー＿一層，一一一。＿●一一一瞬一一騨畠一＿一一．の一・。●零一一一噂一」

d1：準備運動をする。一…・・…………一……一一一…………「
　，レベ1｝1：教師の指示により、一斉に肇樹蒲運動する。　　　　　　　：

　1しべll　2：グループごとにほぼ決められた内容通りに準備運動する。：
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1レベル3：学習資料を用い、グループごとに工夫して準備運動する。1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

d2：施設・用具の準備をする…・。………・…；
　，レベル12教師の指示通りに行動する。　　　　l
　iレベル2：全員でできるところからやっていく。　i

　；レベル3：役割分担を決めて能率的に準備する。：
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

d3胃f練毒雪テる；・・て橘：べ投青底）一爾：：：：：：：：：：：：：：：：：：：。。一・一一・一一。一一一一一一・一。一一一一1

　，レベ，ほ3教師の指示・命令で運動する。　（活気がない。やらされている感じ）：
　iレベ，｝2：自分のめあてを意識して還動する。　　　　　　　　　　　　　　i

　lレベル3：友達同士のの教え合い、助け合いを大切にして運動する。　　　　　1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

d5：ゲームをする……………一一…一一……………一…一……；
　，レベ，｝1：動き回っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　iレベ，L2：声をかけあい、励まし合いながらゲームする。　　　　　i

　：レベ，｝3：作戦に関連した具体的な指示・助言をしながらゲームする。l
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

d7：補助する・・………………一………………一一一…’，
　・レベル12うまく補助することができない。　　　　　　　　　l
　iレベ，｝2：教えられたやり方通りに行う。　　　　　　　　　　i

　lレベル3：教えられたやり方にさらに自分なりに工夫を加える。1
　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　も　ロ　　　　コ　　　コ　　　の　の　ロ　コ　ロ　ロ　　ロロ　ロ　　　ロロ　ロ　ロ　ロロ　コ　の　の　　　ロ　ロリ　ロ　の　ロ　コ　　コ　ロコロ　　　コ　ロ　ロ　ロ　コ　ロ　コ　ロぴコ　コ　　　コ　コ　ロロ　　コ

d83集合、整列、待機する………・……・・，
　；レベ，匠3何度も号令をかけないとできない．i

　lレベ，レ23きびきびと整列できない。　　　　；

　：レベ，｝33すばやく整列できる。　　　　　　1
　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　しロのロコロココ　ロロロコのコ　コのコロココ　ロロココロロロロコココココロコロロロココ

d93施設・用具の後始末をする一……………，
　1レベ，｝1：教師の指示通りに行動する。　　　　i

　lレベ，｝2：全員でできるところからやっていく。：
　：レベ1し3：役割分担を決めて能率的に片付ける。l
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　しo●一卿一一・一●o一一一＿－o●一一囎・一一“一一，脚．層．．畠．，一・o一畠一轍一量

c1：観察する一……………一…一・……：
　，レベル1：傍観者的観察　　　　　　　　　l

　lレベル2：指示・注意する・ほめる・励ます：
　iレベ，｝33教える・助言する。　　　　　i
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

c23記録・測定する（学習カードに記入する）……一一……一…一一…一；

　，レベル13学習カードを使えない。　　　　　　　　　　　　　　　　l
　lレベル2：記入するのに粉一杯である。　　　　　　　　　　　　　　：
　iレベル33記入しながら、めあてが達成されているかどうか礁認できる。i
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

a1：解決策を決める・話し合う……・…・………一…………一……一……………一…；
　，レベル1：決められない。or抽象的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　iレベ，｝23具体的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　：レベ1し3：学習資料やデータ（授業の反省）などを参考にして、有効で具体的なポイントを決める。：
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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表4　PDCAレベル項目（陸上運動）

p1：めあてを決定・確認する…・一……一……一一一………°一゜一一”一゜“’°9’一”層一‘”；

　1レベル1：教師の指示によって決める。（自分ではなかなか決められない）　　　i

　iレベル2：資料を参考にしたり、友達と相談して決める。　　　　　　　　　　　i

　：レベル3：資料を活用し、つまずき解決のための自分に合っためあてを決める。　1
　し．．膚．6．．．．．．．．．．亀．．．．．．．．．．曙，．．．。．．．．．．．一．．．．．‘．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．，．．．一．．．．．。．．．．9

p2：練習のしかたを工夫し、決定・確認する………・………・l
　lレベル1：決められたものを確認する程度　　　　　　　　　　i

　lレベル2：資料から選んだり、教師の助言を参考にして決める，：

　1レベル3：資料を参考にし、独自の工夫に発展させる。　　　　：

p3：観察ポイントを決定・確認する一…・・……一一一…・・……・……・……一・一…・…………・…：

　，レベル1：全く決めないor抽象的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　1レベル2：具体的なポイントを決める．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　：い隔3：特徴に合った具体的なポイントを決める、（個々人の特徴やケ謡一7’の特徴を考窟したもの》1

d1：準備運動をする。　…一・…一・………一一一一………………一……・；

　1レベル1：教師の指示により、一斉に準備運動する。　　　　　　　　i
　：レベル2：グループでほぼ決められた内容通りに準備運動する、　　　；

　1レベル3：学習資料を用い、グループや個人で工夫して準備運動する。：

d2：施設・用具の準備をする………………・一一・…………・
　・レベル1：教師の指示通りに行動する。　　　　　　　　　　1

　：レベル2：積極的に取り組み、素早く準備する。　　　　　　l
　iレベル3：素早くかつ安全や使いやすさに注意して準備する。i

d3：練習する．（個人技能》………一…・……・………・・…・一…一・…・一・・…，

　．レペ岨1教師の指示・命令で運動する，（活気がない。やらされている感し）i

　lレベル2：自分のめあてを意織して運動する．　　　　　　　　　　　　　　　i
　iレベル3：友達同士の教え合い、助け合いを大切にして運動する。　　　　　　i

d8：集合、整列、待機する・…・…一・……・…己
　，レベル1：何度も号令をかけないとできない、i

　iレベル2：きびきびと整列できない，　　　　i

　iレベル3：すばやく整列できる。　　　　　　i

d9：施設・用具の後始末をする・…・一………1………・・一…，

　汐ベル1：教師の指示通りに行動する，　　　　　　　　　　i
　iレベル2：積極的に取り組み、素早く準備する，　　　　　　i

　iレベル3：素早くかつ安全や使いやすさに注意して準備する．i
　し一●…　囎鱒●・●・。一の。銅。。・●●，一一一，＿．・・一．・＿＿．．．・．一一・●．一．．一幽一藺．．．．．一．・

c1：観察する・…一…一…一・…・・一…一・…・一，

　，レベル1言傍観者的観察　　　　　　　　　i
　iレベル2：指示・注意する・ほめる・励ますi

　iレベル3：教える・助言する．　　　　　　i

c2：記録・測定する（学習カードに記入するy・…・………………・一・・乙

　1レベル1：学習カードを使えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　iレベル2：カードに記入するのに精一杯である。　　　　　　　　　　　l

　iい鵠3：記入しながら、問題点が見つけられる。　　　　　　　　　　；
　L－一一一．一．●酪一一一．．一一．．．一一．．．．一．．．一．．學一一噂．ρ，一一．辱，．．一．．一一．．卿．卿．噂一一一一一一．．．．．一一．l

a1：解決策を決める・話し合う一………・一…一コ・……・…・………・…一一……………・…・…一，

　。レベル1：決められない，‘）r抽餓的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　iレベル2：具体的なポイントを決める，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　iレベル3：学習資料やデータ（授桑の反省）などを参考にして、有効で具体的なポイントを決める。：
　」脚・一一一一・鱒・一軸・の●・騨…　鱒陶一一・，鱒．．一一一．＿・一．一．一一一．．一、一噸一．一一一．飼．一一一一．一．一一．，．9．．．＿．．＿．．．．＿一．．ロ＿一．、．．．．．．．！
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表5　PDCAレベル項目（ボール運動）

一

餌

○

℃

図

o
q）

二
〇

9
ぢ

pl：めあてを決定・確認する・一・・一一・。一一一一一一・一一一・一・一・一・一一一一一一・・一一一・一

；レへM・孝燗の指示や指・靴よって決める．（紛ではオ・かなか決められない一

　：レベ，し2：蛋料を活川し、rl分に合っためあてを決める。　　　　　　　　　　　i

　：レベ’｝3：友遼と相談したり協力して決める．　　　　　　　　　　　　　　　　：
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

p2：練習のしかたを工夫し、決定・礁認する……・…，
　卍べ1｝1：決められたものを磯認する糧度　　　　　　：
　iレベ，｝2：資料から選んだり、教師の助爵を用いる。　i

　：レベ，し3：資料を参考にし、独自の工夫に発展させる。1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ

p3：観察ポイントの決定・確認する一一…一……＝一＝：…一・……一……一…一……………
　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1レへ1し1：全く決めないor抽象的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　lレベ，｝2：具体的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iレベ1し3：特徴に合った具体的なポイントを決める。（個々人の特徴やグ，トプの特徴を考慮したもの）：
　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一。。一・一一一一。一一一卿．一剛．一一．一．．．一一噂一．一＿＿一一一．一一一一一一一一．一．一一卿．一一一一．一．．匂1

d1：準備運動をする。・…・………一…・・一一………・……一一・，
　；レベ，し1：教師の指示により、…斉に準備運動する。　　　　　　　l
　lレベll　2：グループごとにほぼ決められた内容通りに準備運動する。　i

　iレベ，133学習資料を用い、グループごとに工夫して漁備運動する。：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロd壱’瀧護♂1瞑あ繍酵る’：：：：：：：：二：：：：：：：：二「…”…………陰

　；レへ：：ル13教師の指示通りに行動する。　　　　i

　：レへ’｝2：全景でできるところからやっていく。l
　iレベ1し3：役割分担を決めて能率的に準備する。：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ　ロのコロ　サロコけロロコのロロリロロの　コロコ　　　　　　コロ　　の　　ロ　　ロ　　　　　ロ　　コ　　コ　　　
d3：練習する。　（個人技能）∵一：＝・：＝・＝＝：・：……一…一一……・・一…一一，

　；レベ1し1：教師の指示・命令で還動する。　（活気がない。やらされている感じ）：
　iレへ：：ル2：友達と協力して運動する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　：レヘル3：上手になろうと、精一杯運動する。　　　　　　　　　　　　　　　1
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　リロ　ロロロロロ　ロロサ　ロロ　ロサコ　　つ　ロ　ココロロのロロ　ロ　ロ　　ロコロ　　　コロコの　のロロロロのロ　　　の　　ロ　　ロ　　　　　の　　　　　ロ　　ロ

d43練習する。　（集団技能）………………・…1　　　－°一一’一゜一
　　　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　，レヘル13練習の目的をはっきりさせず、練習する。l
　iレベ，し2：練習の目的を明確にした練習をする。　　：

　：レベ，し3：めあて達成につながる練習をする。　　　i

　ロd5－」界云替る一：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：L＿＿＿＿，

　，レベル1：動き回っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　iしベル23声をかけあい、励まし合いながらゲームする。　　　　　i

　iレベ，レ33作戦に関遮した具体的な指示・助言をしながらゲームする。i

d6層f界羅禰’樋醤ずる゜：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：∵…一’

錦1繍麟脳協、灘藁庭鰹筑きる。i
iレベル3・ほとんど教師の補助を受けないでできる．　　i
d8環吾：’翻：’待爾る’：：：：：：：：：：：：：：：：：：7…一・……一一一！

　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　1レへ1｝1：何度も号令をかけないとできない。：
　コ　　　ロコ

　1レへ，｝2：きびきびと整列できない。　　　　1
　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1いル3：すばやく整列できる。　　　　　　1
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

d9：施設・用具の後始末をする・……………；
　；レベル13教師の指示通りに行動する。　　　　：
　：レベ，レ23全員でできるところからやっていく。1
　：レベル3：役剖分担を決めて能率的に片付ける。i
　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

c1：観蛾する…一…一…・…。…・……・，
　；レベル1：傍観者的観察　　　　　　l
　lレベル23指示・注意する・ほめる・励ますi
　iレベ，し3：教える・助言する。　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ・壱’漉蘇」書腱ずる’悸漸二’ド縮猷する）㌧一＿＿＿一＿．．＿一＿，

　；レベ，｝1：学習カードを使えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　：レベ，し2：記入するのに情一・杯である。　　　　　　　　　　　　　　：
　iレベル32記入しながら、めあてが達成されているかどうか確濾できる。i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　し。一一一一。一一一一一噂一脚一一一一・一一一吻一一。。・・．一一．．暉一．＿．顧一．＿一．一一＿．一一一＿一騨．一一一．，

a「1：解決策を決める・話し合う…一…一………一一一一……一一…一’”一一’°一一’”“一一’°°’“°’“一，

1レベ，し13決められない。or抽僚的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

1レベル2：具体的なポイントを決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
i・べ・3・轄資榊デー・（授業の反省）などを携‘・して、働で具1樹なポイントを決める。i

璽一顧一一■一一一璽゜一一一゜一一゜響一゜一一一一一｝騨一一，一一一吻｝璽。噂一一。一一一一一P噛一一一・一一一一一一・一一。噂＿一一鱒一・＿＿＿一●。一一一一。．一。一・・＿。．量

一33一



3．授業分析の方法

　新たに作成した「改訂PDCA授業分析表」を用い、対象としての全授業を継続して観察・記録し・

V．T．　Rにより確認及び修正した。

4．対象授業の条件

　表6に示すような新潟県公立小学校における授業を分析した。それぞれA、B2タイプの授業を比

較分析した。特に、バスケットボールの授業は類型分析、一方跳び箱運動、障害走はレベル分析に用

いた。

表6　対象授業一覧

運動　種　目 学　　　年 授業者 分析授業数

バスケットボール 小学校第6学年 男・教歴　2年 A、Bクラス各10、計20

跳　び箱運動 小学校第4学年 男・教歴　3年 A、Bクラス各7、計14

障　　　害　　　走 小学校第5学年 男・教歴　4年 A、Bクラス各8、計16

皿．結果と考察

1．改訂分析表による類型分析

　前述の学習活動サイクルの類型の再検討に伴い、PDCA授業分析表も修正した。図4は従来形と

修正した分析表を比較したものである。

　教授活動については実際に伴い、整理しているうちに宇土氏らによるWFC5）と結果的にほぼ同様

になった。さらにcの評価的活動、及びaの革新的活動の据え方の修正に伴い、表中項目のうち、ア

ンダーラインに示すような項目に改めた。
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〈従来〉　　　　　　　　　　　《修正後》

項　　　　目　＼　時　　　　聞

P11説明的活動
P　L　A　N

P1
ﾚ標

v画

P12兜聞的活動

p13指示・命令的活動

P2
一C1　観庶する 『

C2　助言・示唆・激励する

C3　指示・注意する

C　H　E　C　K

C4
ｱ馨確

C41説明的活動
一一 一一

C42魏聞的活動

C5　非学習活動の指導

C6
A1評価

ｽ省する

A11：説明的活動

A123発聞的活動

A2：

h1：pの活動H　教師の話を

@聞く

h2：dの活動

h33cの活動

h43aの活動
p1：目標・計画を話し合う

p22施股・用具の準備

P3：

d12懲備・整理運動

d2：練習する（個人技能）D　　　　　O

d32練習する（集団技能）

d5：ゲームをする

d63ゲームの審判・運営

d7：

c1：観察する

c23教える、確かめる

c33指示・注意する

c43ほめる、励ます

c5：記録・測定する

c6：補助する

c73
a1：評価・反省する

a23施設・用具の後始末

a3：

一　　　　→

→

→

項　　　　目　＼　時　　　　間

計画的活P 0
d 身体的活動

C 評価的活動

a 革新的活助

1⊥ 観撫・参加

12 肥　　　録
測定・評価13

C　一一　噂．

P4
|一一一曾鴨

P5

参加・袖助・審判 一

助爵・示唆・励 る’

16
w　　〇一一　一

Q1

発　　　聞

二『

1｝ｳ授・鋭明・示唆

3⊥ 指示・認導・号令

32 施殿・用具の管理

33 学習者の管理

34 非学習活動の指導

35 移　　　動

h1：Pの活動hear
博tの新を

ｷく

h2：dの活動

h33cの活動

h42aの活動
1：めあての’　・

2：翫　の’め　の゜　確

P計　画的

3：　一の’方の’　・確

42　　ポイントの覧　・

d13準備・整理運動

d23　　・　　の準

d33練習する（個人技能）

d身体的活動

d43練習する（集団技能）

d5：ゲームをする

d63ゲームの審判・廻営

d73　する
d83　ム　　i臼

d93　　・　　の

c13観票する

c33教える、磯かめる

c43ほめる、励ます

c52指示・注意する

c63記録・測定する

a13　°　を　　ムa革新

a2：　亀　を゜　る

a33

図4　PDCA分析表の比較
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表了対象授業の条件（バスケットボール）
　　　　新潟市N市立K／j・学校　6学年、教師（教歴2年）

授業条件＼クラス Aクラス（男19名、女16名） Bクラス（男18名、女17名）

a単元・大きさ バスケットボール・10時聞 バスケットボール・10時聞

b．学習集団 6Group，5～6人／Group， 6Group，5～6人／Group，

c．指導の重点 ・作戦の高まりを重視し、作戦が自分のチームに合 ・試合数をできるだけ多くして、運動量を穂保する

っているかどうかについて考えさせる。

・一l一人のめあてを明確にさせ、自己・相互評価
を硝実にさせる。

＠8！10以　は、ゲームの　’　、　のゲームのじ

を明　こするよbにさせる。

d学習の進め方 ①ルールやマナーに気をつけて、自分のチームや ①ルールやマナーに気をつけて、紛当たり型のゲ
相手チームの物撤を知りながら、紛当たり型のゲ 一ムを楽しむ。

一ムを楽しむ． ↓↓↓

↓↓↓ ②　チーム新しく編成し、身につけた新しい力で紛

②　自分のチームと力の同じくらいの対戦チームを 当たり型のゲームを楽しむ．

決め、対抗戦型のゲームを楽しむ．

e．学習カード カしド1：作戦立案用のコートの図 カード1：作戦立案用のコートの図
カード2：得点、腫敗．個人とチームのめあて及び カード2：得点、露敗、個人とチームのめあて及び

簡単な反省などが記入できるもの 簡単な反省などが記入できるもの
カード33ゲーム記録図（パス、シュ斗、ドリブ♪D

カード4：r　噛カー°
配しion　‘的‘写　を　入　る。
このカードは8／10磯～10／10時のみε

教　　授　　活　　動
時間　　　類　　　　　型

魅続的活動（line） 単発的活動（point）

内　容　i方　法 内　容　i方　法
（％）

i：　　　　　　　　一一’1　　1　　　3
A　　クラス

§§鍵 d”
…i　1　3

堰F　　1

使用前
i7／10）

g用棲
i9／10）

鐡灘雛難i

@　　IV

　　　　，霧職魚！　　　曳　　　　　a

1工

1ミ騨撫…1・　　心

ノ・．4ば

i　　・・1　　1　　2

∠L

二3

’23〃5＿

Bクラス

形式的
i9！10） I　　　IV 醸・黙 ’d欝覇 1　釜　　　！ 一一

R δ　d

　；・＆・i　2

1　　　3

IV」：　△・

1型：単一・単発的活動

M型3複合・連続的活動（評価）
M型：複合・連続的活動（計画）

@　　　　　朗』　、

p：8f画的活動　　　　　1：発閥的活動
пF身体活動　　　　　　23説明的活動
メF評価的活動　　　　　3：指示・命令的活動

≠Q　酌動

図5　出現傾向と教授活動
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（2）改訂PDCA分析表の有効性

　革新的活動actionを新たに加えた類型分析を、バスケットボールの授業を分析することにより試

みた。

　この対象授業の条件は表7に示した。これは、第6学年のバスケットボールであり、同一教師に

よるA、B2つのクラスの授業を分析、比較した。両クラスの授業条件の違いはc．指導の重点に

ある。Aクラスでは作戦の高まりというものを最も重視している。したがって自己・相互評価も重

要となる。反対にBクラスでは、技術ポイントは教師の方から教え、運動量を確保し、技能を効率

的に伸ばすことを重点とした。この指導の重点に伴い、d．学習の進め方、　e．学習カードが異

なっている。

　分析は・革新的活動を生起させるための学習カード4の解決カードを使用した場合と使用しない

場合の比較、さらにA、B両クラスのまとめの段階での比較という2っの視点から行った。

　図5は、バスケットボール授業におけるA、B両クラスの各類型の出現と教授活動を表している。

まず・Aクラスをみると、同じ単元のまとめでも、解決カードを使用していない7／10時では皿型

が多くを占めている。このときの教授活動をみると、ライン活動としては内容ではrp」、方法が

「1」という学習者の計画的活動に対する発問的教授活動（Tp－1）が多くをしめている。ポイ

ント活動では内容ではrd」、方法では「1」という身体的活動に対する発問的教授活動（Td－

1）が多く用いられている。

　一方、IV型が成立した9／10時の教授活動をみると、ライン活動にっいては内容ではrc」及び

「a」、方法では「1」という学習者の評価的活動及び革新的活動に対する発問的活動が多く用い

られている。

　ポイント活動については、内容ではrd」の身体的活動に加え、　rc」の評価的活動、方法では

「1」の発問的活動という働きかけが多く用いられている。このように、革新的活動を生起させる

解決カード使用前、使用後の出現類型の違い及びそれをうながす教授活動に違いが考察された。

　また、実質的なIV型が成立したと思われるAクラスの9／10時とこれまでの分析によりIV型とし

ていた形式的なIV型であるとみられるBクラスの9／10時の教授活動を比較してみると、方法では

どちらも「1」の発問的活動が主であり差がみられないが、内容でみるとライン活動、ポイント活

動ともBクラスに比べ、実質的IV型ととらえたAクラスの方がc．評価的活動及びa．革新的活動

の比率がそれぞれ多くをしあていることが考察される。

　以上のように実質的IV型が成立したAクラスの9／10時では、解決カードを使用し、学習者の評

価的活動や革新的活動に対する発問的活動を多く用いたということから、実質的なIV型類型成立の

ためには形式的なIV型に比べ、　c．評価的活動やa．革新的活動に対する教授活動を多く用いるこ

とが重要であり、それを効果的にするためには学習者の革新的活動の結果を記録できる解決カード

の使用が有効であると推測される。

（3）実質的IV型とモラールの関係

　学習成果については、先の報告同様、図6、図7に示したように三隅らによるモラール変数の質

問項目をべ一スとし、①ボール運動の楽しさ、②コミュニケーション、③チームワーク、④チーム
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の勝利への意欲の4カテゴリーで比較・分析を進あた。

　図6は実質的IV型が成立したAクラスにおける解決カード使用前、使用後のモラール得点を比較

したものである。使用前に比べ使用後は特に励まし合い、作戦の成果、話し合い、気軽な教え合い

という②のコミュニケーションとチームの仲間関係、自チームの好き嫌い、チームの強さという③

のチームワークに大きな差が認められた。

　同様に、図7は実質的IV型が成立したAクラスと形式的IV型が成立したBクラスを比較したもの

であるが、先の図6同様②のコミュニケーション、③のチームワークに大きな差が認あられ、Aク

ラスの方が高い学習成果が得られたといえる。

（4）解決カード

　バスケットボールのAクラスで用いた解決カードにっいて説明を加える。表8はAクラスの2つ

のグループの解決カードの例を示しているが、どちらも時間が進むにしたがって観察ポイント、解

決ポイントも内容が徐々に向上し、次のああてに有効に作用していることがわかる。例えば、グ

ループ1で説明すると、8／10時では観察ポイントでは「むだなドリブルをしているかどうか」、

そして解決ポイントでは「もっとしっかりマークをはずす」などというようにどちらも抽象的、一

般的なものになっている。しかし、9／10時、さらに10／10時と進むにつれて、観察ポイントでは

「ゴール前での自分のチーみのボールになったらすばやく両サイドに走っているか」というように

チームの動きという具体的なものになっているし、解決ポイントでは「両サイドに走るのは…君が

中心になり、他の人は途中のパスをっなぐ」というように自チームの特徴を考えたきわあて具体的

な内容になっている。

●　　●7／10蝋解決カード伽的』型）　　　　　　　　　　　※P＜0．05

・…／・一・一ド使脚型） @項・　，4、※IP〈1’°1

②コミュニケーション

③チームワーク

④チームの誘利への意欲

　　4．チーム内の仲問関脈
［、1：1：：濃齢

図6　類型によるモラール得点の比較（田型とIV型）
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　　　　　　　　　　　図了　類型によるモラール得点の比較（実質的IV型と形式的IV型）

　　　　O　 OAクラス9／10！吻（実質的W型）　　　　　　　　　 ※P＜O．05
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※※　P＜0．01
　　　　●　　　　　●　　珍クラス9／10時（形式的W型）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　4　　　3　　　2　　　1

m、il雛難トー一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．チーム内の仲冊関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14，チームの強さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．技能習得への意欲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．個人の鵬利に対する努力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．チームの勝利に対する努力
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　　　　　　　　　　　　表8　学習カード（解決カード）の例

革新的活動を肥入するためのカード、Aクラスの8／10時～10／10畷で使用・

グノレープ1

い　8／10哨

r。一めあて（plan）　一・…一’一’騨”一’°一一一；

1ドリブルよりもパスを多く使う．　　　　　　i
し一．一＿一．一畠一葡一．一一一電．．卿．一．鱒一＿一．嚇一一・一一・一。噂・・一“一一・

　　↓↓↓
「一’ ﾏ嬢ポイント（check）一一一一一。一一一：

：・むだなドリブルをしていないか。　　　　　　l
l・あいている人にすばやくパスしているか．　　i
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，し一，一＿饒＿・，・＿＿＿9＿＿．印＿，“＿・一，，一一一●伽。一一・陣。一噂一一一一曽陶一

　　↓↓↓

「霧甥島誌（藷蹴儀飯召函子i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コi・もっとしっかリマークをはずす。　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，㌧P餉冒の騨＿曹．＿一一一響一一一一－o－一曽一一一一冒一一．一一一一一一，・o－．一一一一

9／10噂
↓

r・一めあて゜’一一一”　一’一’一齢’一一”一’一一’l

l速攻をどんどん便おう．　　　　　　　　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　↓↓↓

r－一
ﾏ票ポイント。。一一一一一。一。一一・・一一一一一一・l

i・ゴール前で白分のチームのポールになったら．i

l　すばやく両サイドに走っているか。　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

し一。隔＿＿一一＿＿●＿＿＿＿＿一一”●一殉一＿一一●一＿＿＿＿一一一の脚＿・・噂．＿＿＿一・

　　↓↓↓

「… ﾚ……………・…一一’一一”一・
i・両サイドに走るのは・・君と・・君が中心になる。i

l　・・さんと・・さんはまん中あたりにいて、パスをl
i　っなぐやくめをする．　　　　　　　　　　i
し．騨．一・一一一一鰯一・・畠一〇一一一・日・一一・口“髄唱一〇〇．の．魯一一一一・．．・－1

10／10時
↓

・… ﾟあて一……一一…一一一…一…………「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1リバウンドに・・君が強いから、・・君からの速攻をl

lしよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

●一一〇〇一一一置一　．印一，一一一一〇一一一一卿　＿鯵，一一一一一璽亭．　｝一　一一　印　一　一一〇一，曹・

　　↓↓↓
「一一観娯ポイントー一一一一。・一一一一。一一一一一一一；

1・手を上げて合図をしているか。　　　　　　　l
i・ゴール前で自分のチームのボールになったら、i

l　すばやく両サイドに走っているか。　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

し一尊一．9一曽一昌昌一一一一一一一一．o－一一一の一一一一一一〇一冒一昌一一一ロー。騨層一，

　　↓↓↓

r… T上一…………一一……一……l
i・両サイドに走るのは・・君が申心になる。他の人i

；　はとちゅうのパスををつなぐ。　　　　　　　；

：・リバウンドを取ったら、一度サイドに出てマー1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

：　クをはずしてからパスをする。　　　　　　　：
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

グノレープ2

8／10時

r…めあて…一一一一…’”°一一’”°｝”一一”…昌；

1なるぺく多くの閥ボールを自分のチームのものにl
iする。（パスをとられないようにする．）　　　i
し・。＿一＿，，＿畠一●一●一・●。●印畳一一・・．．・・。・。葡・．。．一．。層一弓一．＿1

　　↓↓↓
r－一観察ポイントー・一一。一一一・…　一・一一一一一一一一一一1

；・パスのもらえる場所に動いているか．　　　　1

：・かたまりすぎていないか．　　　　　　　　l
l・パスのやり方を考えてパスをしているか．　　i
i　（ショルダーパス、チェストパス、バウンドバ　l

lスを使い分ける．）　　　　　　i

　　↓↓↓
「一一簾撚イントー一一一一…　一・一一・・一一一一・・”。’一一；

1・声を出してパスをもらうようにする．　　　　：
i・ピポットを多く使い、パスをしやすくする．　i
し＿＿。・．“＿＿＿一一●一．一一卿一一一一。．9●騨一〇，一。一・一●．一一一一一一一一一8

9／10時
↓

r…めあて゜一一一’’”一’°一一　°’…°’…”一一’騨：

1あまりマークがきつくない女子がもっとよく動いl
lてパスをまわす。　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　↓↓↓
r・一一観票ポイントー一一一・・脚9…　一一一。・。・一・一。一・。一。－l

l・パスのもらえる場所に動いているか．　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：・指示、教え合いをしているか．　　　　　　l
l・思い切ってシュートをうっているか．　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　↓↓↓

「…繊…一……・…・一…………l
l…　さん、・・さんが糟に逆サイドにいるようにす：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

；・男子がもっとしっかり指示する．　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

10／10時
↓

r…めあて一…一一…一一…一一一一一一一一一一一一一一；

1自分のゴールにすばやくもどって守る。　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　↓↓↓
「…観察ポイント…………一…一…。…一一一1
；・声をしっかりかけあっているか．気がついたら：
i　すばやく動く。　　　　　　　　　　　　　i
：（特に巾心の2人がみんなに指示する．）　　　；
1・声をかけられた人はすばやくもどっているか。1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

し・o－一一一一一騨一go－－o－一一一曽一一●一一一〇●－o一一一〇〇一．o－o－一一一甲o

　　↓↓↓

「… E上………・・一・・一…・………，
1・ボールを見ていて、もどるのがおくれることが：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：　多いので、見ないでもどるように心がける．　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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2．　レベル分析

　前述のバスケットボールの結果から、改訂分析表による分析は可能になったが、質的分析への試み

として、さらにレベル分析を試みた。

　レベル分析を試みた対象授業である跳び箱運動の授業におけるA、B両クラスの2つのタイプの授

業条件の違いを示したのが表9である。A、　B両クラスの授業条件の違いはbの学習集団、　cの指導

の重点にある。まず、学習集団は、Aクラスにおいては集団内異質集団である生活班をべ一スとし、

ああて別のグループと併用した。Bクラスではめあて別のグループで通して活動した。指導の重点に

っいては、Aクラスでは、めあて達成のための工夫は学習資料を参考にし、可能な限り学習者自身に

考えさせるようにした。また、生活班での活動では、めあての適正さ、技能ポイントについての教え

合いができるように助言した。

　一方、Bクラスでは、技能の習得を最も重視し、技能ポイントにっいては教師の方から積極的に教

えていくというように学習を進めた。

　表10はレベル項目の一部を示したものである。例えばp1（めあてを決定・確認する）という活動

で説明すると、レベル1は「教師の指示や指導によって決める」という活動である。レベル2として

は「友達と相談したり、協力して決定する」という活動である。そして最も高いレベル3としては

「資料を活用し、自分に合っためあてを決める」というように設定した。

　PDCA分析におけるレベルの分析は、学習の高まりに応じて各項目をレベル1からレベル3まで

の3っのレベルに分類し、アンケートによる自己評価及び教師の観察評価によりレベル分析を行った。

　　　　　　　　　表9対象授業の条件（とび箱運動）
　　　　　　　　　　　新潟県W村立S小学校　4学年、教師（教歴　3年）

新潟賑W村立S小学校　4学年、教師（教歴　3年）

授業条件＼クラス Aクラス（男9名、女工2名） Bクラス（男9名、女13名）

a単元・大きさ とび箱迎動・71吻悶 とび箱遭動・7時聞

b．学習集団 5Group，4～5人／Group（坐活班）及び
ﾟあて別グループの併用

めあて別グループ

O．指導の重点 ・めあて達成のための工夫は学習資料を参考に、学
K者自身に考えさせるようにする．
@（当然仲凹同士の教え合いも重視する）

E子供同士の教え合いを重視する．

E生活班での活動において、めあての適正さ、技能

|イントについての教え合いをさせるように助言
@した．

・技能習得を重視する．

d．学習の

@　　進め方
めあて1：今できるとび越し方でいろいろな高さや
@　　　　向きのとび箱に挑戦して策しむ

ﾟあて23新しいとび越し方に挑戦して楽しむ

@☆めあて1、2を毎時岡繰り返す

Aクラスと同様

e．学習カード カード1：学習の進め方、めあての決め方
Jード23とび霜めあてカード
@　　　　（めあて決めるためのもの）

Jード33技の紹介カード
@　　　（衝単な技能ポイントも明記されている）

　　　Aクラスと同様　　　’
ｦBクラスではカード3は渡しただけであり．脱明
@しなかったため活用した子供は少ない．
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表10　PDCA分析項目（器械運動の例）　　　表11　学習の段階とレベルの変化（PとCの項目）

p13めあてを決定・砿認する…一……・一・…・1
　；レベ」｝13教師の指示や指導によって決める　：
　1レベ，｝2：友遺と相談したり．協力して決めるl
　iレベ，L33資料を活用し、自分に合ったものをi

　，　　　　決める　　　　　　　　　　　　　1

d1塾d2（賂）
d33練習する．　（個人技能）　…一・・……・…・；
　・レベル13教師の指示・命令で運動する　　　i
　：レベ，レ23友達と招力して運助する　　　　　1
　：レベJL　3：上手になろうと．糟一杯週動する　1

c13観療する・一……・……。一…一…………；
　，レベ｝｝13僅観者的観療　　　　　　　　　　　：

　1いル2：注意する・ほめる　　　　　　　　1
　：レベル33教える・助言する　　　　　　　　：

a13解決策を決める・話し合う．一一。…・・…。・；

　，レベ，ほ3決められない．or抽額的なポイント　1

　；　　　を決める　　　　　　　　　　　l
　iレベ，｝23具体的なポイントを決める　　　　i

　lレベル3：学習資料やデータ（授業の反省）　　1

　：　　　　などを参考にして、具体的な　　　l

　l　　　　ポイントを決める　　　　　　　　：

1　レベル 2／7時　　　4／7【寄　　　6／7時

レベル1 3（14．3》 0　　　　　　0

A レベル2 17（81．0） 5（23．8） 7（33。3）

P1 レベル3 1（4．η 16σ6．2） 14（66．7）

レベル1 6（27．3） 0 0

B レベ’52 16（72．7） 工2（54．5〕 工1（50．0》

レベ」｝3 O 10（45．5） 11（50．0）

レベル1 8（38．1） O O

A レベル2 13（61．9） 12（57．1） 11（52．4）

01 レベ，レ3 O 9（42．9） 10（47．6》

レベル1 16（τ2．7 8（36．4） 5（22．7）

B レベル2 6（27．3｝ 工1（50．0｝ 13（59．1）

レベル3 0 3（13．6） 4（18．2）

数字は人数．　　　は％

　零習括動・りPイクル

鶴問1｛1｝躍　　　璽

1型：単一・単発的活動i　P：計画的活動　　i1：発問的活動
H型：複合・連続的活動i　d：身体活動　　　i2：説明的活動
皿型：複合・連続的活動i　c：辞価的活動　　i3：指示・命令的活動

IV型：複合・継続的活動i　a：革新的活動　　i

宰留活動サイクル

鱒伺　｛n緩　　盟

a　捜　活　艶
｛2｝内　　　審　　　　　　｛3⊃方　　　法

z
z
％

1　　　　　　　　　《％，　：　　　　　　　　　｛％】

ili霧霧1・
…

；霧欝
i．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
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H型：複合・連続的活動i　　d：身体活塾　　　i2：説嬰的活動
皿型：複合・連続的活動i　　c：評価的活動　　i3：指示・命令的活動

IV型：複合・継続的活動｛　蝋　　i

Aクラス　　　　　　　　　　　　　Bクラス
図8　出現傾向と教授活動

　図8はとび箱運動の授業におけるA、B両クラスの学習活動の類型と教授活動のLine活動の内容、

方法を示している。全体的にみると、A、　B両クラスとも皿型が多くをしめている。この傾向は単元

のながれによってほとんど変化していない。

　今回のとび箱運動の授業では、理想とするIV型学習活動サイクルの出現がみられなかった。これは、

先の報告でも明らかになったように種目の特性上、a．革新的活動が授業場面において明確に表れな

いということが原因と考えられる。っまり、学習者一人一人は考えていても、授業中に教師の方が把

握しきれないからである。

しかし、先の表10に一部の例を示したように、学習活動のそれぞれのレベルで比較すると、ほとん

どの項目でAクラスの方が高いレベルっまりレベル2からレベル3にいる人数が多くなっている。こ

一42一



れは全ての項目の結果を示した表12からも明らかである。

　このことから、これまでの類型による分析では同じと捉えられるこのA、Bクラスも「Plan」、

rdo」、　rcheck」、　raction」の各活動のレベル分析では異なり、質的比較が可能といえる。

表12学習の段階とレベルの変化（Aクラス、Bクラス）

レベル 2／7時 4／7縛 6／7闘 レベル 2／7闘 4／7凋 6／7碍 レベル 2／7時 4／7時 6／7縛

　一戟sゐ1： 3U4。2 0 0 レベq： o 0 O 　の｢ルL： 8く38．Ω o 　　・O

A レベル2： 17｛8夏．0， 5‘2ユ。8」 7⊂33．3， A レペ轟2： 21 4U9．0｝ a｛3呂．Ω
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　さらに、それぞれの各項目の高まり方にっいてみると、かなりの違いがみられた。表13はA、B両

クラスの単元の流れと各レベルの向上にっいてX2検定した結果、有意差のあったものをまとめたも

のである。

　全体的にみると、p1（めあてを決定・確認する）、　d　1（準備運動をする）、　d　2（施設・用具の

準備をする）、d3（観察ポイントの決定・確認）の各項目のようにどちらのクラスにおいても大き

く向上している項目が認められた。また逆に比較的向上しにくい項目としてはp3（観察ポイントを

決定する）、d8（集合、整列、待機）、　d　9（施設・用具の後始末）、　c　2（記録・測定する）、　a　1

（解決策を決める）などであると思われるが、c2の記録測定、　d　8の集合待機、　d　9の施設用具の

後始末、c2の記録測定の3項目にっいてはどちらのクラスもはじあの段階から高いレベルにあった

ことから、除外され、アンダーラインで示したp2、　p3、　c　1、　a　1の4項目のみと考えられる。
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また、有意差がみとめられても、レベルでみると、レベル3の人数が少ないという項目もある。それ

に該当するのはp2（練習のしかたを工夫し、決定する）、　p　3（観察ポイントを決定する）、　a　1

（解決策を決定する）である。以上のことから今回のとび箱運動では、checkやactionに関係する活

動のレベルが特に向上しにくいといえそうである。

　また、単元のはじめとまとめにおいてA、B両クラスのレベルを比較したのが表14である。

　ここでもP2（練習のしかたを工夫し、決定する）、　P　3（観察ポイントの決定）、　c　1（観察す

る）、a1（解決ポイントを決定する）の各項目において大きな差が認あられ、先の向上しにくい項

目と一致している。

　以上のことから、p2、　p3、　c　1、　a　1の4項目が比較的レベルが高まりにくい項目であり、授

業の質を高めるためのポイントとなる活動と思われる。さらにこれらは、種目の特性により異なるこ

とも推測できる。

表13時間の経過とレベルの変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p1：めあてを決定・確認する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p23練習のしかたを工夫し、決定・確認する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p3：観祭ポイントの決定・確認する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d1：準備辺動をする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d2：施設・用具の準備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d3：練習する。　（個人技能）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d83集合、整列、待機
　x2検定により有意差のみられたもの　　　　　＊p＜O．05　　　　　　　　d93施毅・用具の後始末

　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊P＜O．01
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c1：観察する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c2：記録・測定する（学習カードに記入する）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a1：解決策を決める・話し合う
表14　A、B両クラスのレベルの比較G北ぬまとめ）

P D C A

P1 滅 鴻 d1 d2 d3 d8 d9
c1一ヤ c2 a1

Aクラス ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Bクラス ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊

P D C A

P1 戚
　噂

ﾊ d1 d2 d3 d8 d9 c1 c2 a1
2／7時 ＊＊ ＊＊

6！7時 ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

x2検定により有意差のみられたもの　　　　　＊p＜0．05

　　　　　　　　　　　　　　　＊＊P＜0．01

3　PDCA活動レベルと教授活動の違い

　A、Bクラスにおいては類型に差はみられなかったが、学習のレベルにおいて差が認められた。そ

こで、その教授活動を比較してみたのが先の図8における（2）内容、（3）方法である。ここでは1分以上

の継続的活動であるLine活動にっいての比較のみであるが、明らかな差が考察される。

　まず、Aクラスは、（2）内容では学習者の評価的活動に対する教授活動Tc及び学習者の革新的活動に

対する教授活動Taが単元が進むにっれて多くを占めている。さらに（3）方法にっいてみると、はじめの

段階では指示・命令的な働きかけとしてのT3が多くを占めている。

　このことから、学習のレベルを高めるために有効な教授活動の内容はTc．評価的活動、　Ta．革新的

活動であり、またその教授方法ではT1という発問的活動が有効であると考察される。
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V．結　　論

1．類型の再検討

　学習活動サイクルを再検討し、革新的活動actionを独立させ、新しく規定したIV型学習活動を生起

させ、分析するために解決カードを使用したことによりPDCA分析法における質的な分析が可能と

なった。また、実質的なIV型を生起させるにはこれまで必要としてきたTp－T1という学習者の計画的

活動に対する発問的活動を継続的なLine活動で行うことに加え、　Tc．評価的活動及びTa．革新的活動

についての継続的（Line）・単発的（Point）な教授活動が必要であることが考察された。

　さらに、学習成果の一つの指標であるモラールからみると、実質的なIV型はこれまでIV型に含めて

いた形式的IV型、今回の類型では皿型にあたるが、その形式的IV型よりもモラールを高めるというこ

とが考察された。

2．　レベル分析導入の効果

　類型のみの分析に加え、各活動のレベルによる分析を試みた結果、質的に高まった分析が可能と

なった。っまり、これまでの類型分析では同じとされる授業の違いを各活動ごとに学習の高まりとい

う観点から分析できるようになった。例えばp1（めあてを決定・確認する）という活動であれば、

レベル1は「教師の指示や指導によって決める」、レベル2は「友達と相談したり、協力して決定す

る」という活動、そして最も高いレベル3としては「資料を活用し、自分に合っためあてを決める」

というように設定した。レベルに到達度による授業評価も可能となった。したがって、レベル1が2

に、2が3になるということは一つの学習成果としてとらえることができる。

　しかし、運動種目別の検討、各レベル項目の段階の適切さ、適切な表記の仕方、調査方法、判断基

準において、まだまだ課題は山積みしている。今回一っの方向性が見いだせたのでさらに継続研究を

進あたい。

VI．今後の課題

　類型分析に、レベル分析を加えたことにより、一般経営学における手法であるPDCA分析法の教

育現場での活用の可能性がさらに明らかになってきた。しかし、研究的には方法論として成立してい

ても、実際に活用するとなるという点でかなりの問題が残ることも事実である。V．　T．　R、数名の記

録者、分析にかかる時間など、一般の公立学校で日常的に使用するには複雑かっ煩雑である。また、

授業分析と一言に言っても、例えば教育実習生の授業と附属小学校の教官による授業とを同じように

分析するというのは現実的とはいえず、やはりそれぞれの目的にあった分析をすべきであると考えら

れる。このような点にっいても今後明らかにし、目的に合わせた分析法の簡易化を図ることにより、

さらに実際的な分析法の作成を目指したい。
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